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共共同同利利用用・・共共同同研研究究拠拠点点「「先先端端的的都都市市研研究究拠拠点点」」  

事事業業総総括括国国際際シシンンポポジジウウムム報報告告書書のの刊刊行行にに寄寄せせてて  

大阪市立大学都市研究プラザは、大阪市立大学の建学の精神「大学は都市とともにあり、

都市は大学とともにある」を受け継ぎ、都市を学問創造の場としてとらえ、都市が抱える諸

問題に英知を結集して正面から取り組み、教育および研究の成果を都市と市民に還元し、地

域社会および国際社会の発展に寄与することを目指して、2006 年 4 月に創設された。そし

て、創設後間もない 2007 年 4 月に、文部科学省よりグローバル COE 拠点のひとつに認定

され、「文化創造と社会的包摂に向けた都市の再構築」を目指した研究活動に取り組んでき

た。

このグローバル COE 拠点としての 2007 年度から 2011 年度にかけての研究活動は、多

くの研究成果の産出に加えて、国際的ネットワークの構築や若手研究者の育成等の成果を

もたらした。それらの成果が国内外の研究機関や研究者から高く評価されたことを踏まえ、

都市研究プラザは、文部科学省の新たな研究拠点形成プログラムである「共同利用・共同研

究拠点形成事業」に応募し、2014 年 4 月に、「先端的都市研究拠点」という名称で、文部科

学省の「共同利用・共同研究拠点」のひとつに認定された。

それからの 6 年間、都市研究プラザは、この「共同利用・共同研究拠点」としての活動に

重点的に取り組んできた。とりわけ力を入れたのは、都市を対象とした共同研究の組織化で

あり、毎年度、学外の研究者を代表者とする共同研究を公募し、採択された研究に対して、

研究資金の一部を助成してきた。それとともに、グローバル COE 拠点であった時代からの

継続した取り組みである国際的ネットワークの構築や若手研究者の育成にも、継続して取

り組んできた。

「共同利用・共同研究拠点」としての認定期間は 6 年間であり、2019 年度が最終年度に

当たる。そこで、「共同利用・共同研究拠点」としての 6 年間の活動を総括することを目的

とした国際シンポジウムを企画し、2020 年 2 月 15 日および 16 日の 2 日間にわたって開催

した。本レポートは、その事業総括国際シンポジウムにおける報告のために各報告者が提出

した、報告の梗概や資料等を収録したものである。

このシンポジウムが開催された 2020 年 2 月中旬という時期は、新型コロナウイルス感染

症の国際的な広がりが、問題となり始めていた時期であった。日本ではまだ、海外への、あ

るいは海外からの渡航は禁止されてはいなかったが、報告をお願いしていた韓国の世宗大

学校の金秀顯教授は、所属する大学校から渡航自粛を求められ、来日を断念せざるを得なか

った。また、シンポジウム会場に消毒用アルコールを備え、マスクを持っていない参加者に

はマスクを配布する等の、感染症対策を行ったうえでの開催となった。そして、そうした時

期であったことも一因となって、参加者は「共同利用・共同研究拠点」としての活動に熱心

に関わっていただいた方々に限られ、ごく小規模なシンポジウムとならざるを得なかった。

また、シンポジウムの一環として予定していた生野コリアタウンの現地視察は、中止せざる

を得なかった。

しかしながら、たとえ小規模なものであっても、海外からも研究者を招聘し、参加者が一

同に集うかたちでシンポジウムを開催できたのは、幸運だったと言わなければならない。そ

の後、我が国も、多くの国への、そして多くの国からの渡航を制限するに至り、そしてさら

には、国内においても、移動の自粛を求めるようになったことは、周知の通りである。もし
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も、このシンポジウムの開催を、年度末である 3 月に予定していたならば、開催を中止せざ

るを得なかったであろう。2 月中旬というのは、まさにギリギリのタイミングだったのであ

る。

このレポートは、そうした絶妙の時期に開催された国際シンポジウムの記録である。2 日

間にわたるシンポジウムでは、都市研究プラザに特別研究員として在籍し、その間の研究成

果を踏まえて、他の研究機関に専任教員として就職した若手研究者の研究報告や、都市研究

プラザが公募し、採択した共同研究の成果報告に加えて、「共同利用・共同研究拠点」とし

ての活動に熱心に関わってくださっている国内外の研究者による研究報告も行われた。そ

れぞれの報告を受けての質疑応答も熱心に行われ、小規模ではあるが、たいへんに充実した

シンポジウムであった。

そうしたシンポジウムの模様を伝える本報告書が、今日の都市の現実や都市が抱える諸

問題に関心を抱いている多くの人々に読まれ、研究や実践の参考にしていただけることを

期待している。

なお、この国際シンポジウムが開催された後、都市研究プラザは、文部科学省より、拠点

認定の更新を受けることができた。そして、その結果、「先端的都市研究拠点」としての活

動は、さらに 6 年間継続していくことになった。新型コロナウイルス感染症の影響により、

研究活動が大幅に制約されている状況が続いているが、状況が改善したならば、これまで以

上に充実した研究活動を展開していきたいと考えている。

  大阪市立大学都市研究プラザ所長

 阿部 昌樹
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大阪市立大学先端的都市研究拠点大阪市立大学先端的都市研究拠点
事業総括国際シンポジウム事業総括国際シンポジウム
大阪市立大学先端的都市研究拠点
事業総括国際シンポジウム

大阪市立大学都市研究プラザは、 2006 年の設立以来、 世界及びアジアの都市をフィールドに据え、

文化創造と社会包摂に資する先端的都市論の構築を目指してきました。

2014 年度には、 文部科学省・共同利用・共同研究拠点 「先端的都市研究拠点」 として認定されました。

さらに、 最初の 3 年間は 「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業～スタートアップ支援」 に採択されま

した。 それまで内外の連携研究機関とともに蓄積してきた研究・学術資源を、地域や一般社会と深く共有し、

協力関係の強化へとつなげ、 さらに先端的都市研究をスケールアップしていくための拠点として、 整備を

進めてきました。 その結果、 「中間評価」 では、 共同研究とその成果の発信、 若手研究人材の育成が意

欲的に行われていることが高く評価されました。 そして、 国際的なネットワークのハブとして国際共同研究

をけん引するとともに、 政策立案能力を備えたアクションリサーチャーを育成するなど、 さらなる機能強化

に期待が寄せられるという助言をいただきました。

本年度は拠点認定期間の最終年度に当たります。 この期待に果たして応えられたでしょうか。 若手研究

者や国内外の共同研究者からの報告を交えて、 本拠点の 6 年間の取り組みを総括するとともに、 今後を

展望します。 皆様の参加をお待ちしております。 

文部科学省 「共同利用 ・ 共同研究拠点」

1． 先端都市特別研究員による研究成果報告

2． 本拠点出身研究者による研究成果報告
　　　　志賀信夫 （広島県立大学）　ヨハネス ・ キーナー （埼玉大学）

3． 連携研究者からのコメントと講演
　　　　埋橋孝文 （同志社大学）

１． 事業成果の概要について
　　　　阿部昌樹 （都市研究プラザ所長）

２． 招待講演　共同利用 ・ 共同研究拠点の今後について
　　　　文部科学省 研究振興局 学術機関課より

３． 共同研究課題の成果報告
　　　　経済 ・ 社会の構造変化に対応する居住福祉政策の実践的共同研究

　　　　ヴァルネラブルな刑務所出所者等の意思決定支援に関する研究―当事者参画による共生都市の創造にむけて

　　　　地域共同のまちづくりによる社会的不利地域の再生に向けたアクションリサーチ

　　　　包摂都市の形成にかかわる人材養成に向けた研究

レジリエンスからイノベーションによるサービスハブ地域賦活過程の都市理論研究

5． 海外招へい者による講演
　　　　Yip Ngai-ming (City University of Hong Kong)

　　　　Kim Soohyun (Sejong University)

　　　　Liling Huang (National Taiwan University)

6． 総括討論

（終了後） 研究交流会

プログラム

主　催 ： 大阪市立大学都市研究プラザ ・ 先端的都市研究拠点

参加費 ： 無料 （事前申込不要）

問合せ ：〒558-8585　大阪市住吉区杉本 3-3-138　

　　　　大阪市立大学都市研究プラザ 先端的都市研究拠点事務局

06-6605-3444 （直）　joint_office@ur-plaza.osaka-cu.ac.jp

大阪市立大学高原記念館学友ホール（JR「杉本町」徒歩5分）

2020年 2月 15日（土） 9:00～12:30，16日（日） 10:00～17:00

2 月 15 日 （土） 

2 月 16 日 （日） 
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プログラム 

2020 年 2 ⽉ 15 ⽇（⼟） 

9:00 開会挨拶 

9:05 2019 年度 URP 先端都市特別研究員合評会 
湯⼭篤 
松下茉那 

10:05 本拠点出⾝研究者による報告／連携研究者による講演 
志賀信夫（広島県⽴⼤学） 
ヨハネス・キーナー（埼⽟⼤学）
埋橋孝⽂（同志社⼤学）

11:45 コメント HUANG Liling, YIP Ngai-ming, KIM Soohyun 

12:25 閉会挨拶 

2020 年 2 ⽉ 16 ⽇（⽇） 

10:00 開会 

10:05 開会挨拶 櫻⽊ 弘之（⼤阪市⽴⼤学副学⻑） 

10:10 事業報告 阿部 昌樹（都市研究プラザ所⻑） 

10:30 招待講演 ⻄井 知紀（⽂部科学省研究振興局学術機関課⻑） 

10:50 共同研究課題の成果報告 
岡本祥浩（中京⼤学） 
安⽥恵美（國學院⼤學） 
⽮野淳⼠（AKY インクルーシブコミュニティ研究所） 
網中孝幸（⼋尾市） 
ヨハネス・キーナー（埼⽟⼤学）

12:30 休憩 

13:30 海外招へい者特別講演 
HUANG Liling (National Taiwan Univ.) 
YIP Ngai-ming (City University of Hong Kong) 
KIM Soohyun (Sejong University) 

16:25 総括討論 ⽔内俊雄・全泓奎（都市研究プラザ） 

16:55 閉会挨拶 

17:00 研究交流会 
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The Role of Art for Neighborhood Dynamics 
from the Viewpoint of Housing Policies
On the Example of Rental Housing in Osaka

Johannes Kiener, Associate Professor
Saitama University
Graduate School of Humanities and Social Sciences

• Researchers like David Ley (2003) have argued, that the preference of 
artists for poverty neighborhoods, which are affordable and have a 
mundane, off-center status, triggers gentrification, because of their 
high cultural capital that makes their lifestyle desirable for the middle 
class
• In Japan neighborhood dynamics are rarely associated with art, and 

usually production side approaches to explain them are applied
- For instance, it is frequently argued that dropping land prizes after the burst 

of the economic bubble at the beginning of the 1990s led to the increased 
construction of condominiums in Osaka’s city center, leading to an influx of 
new residents (Kirmizi, 2016)

2

47



• David Ley (2003)

•

- 1990

Kirmizi, 2016

3

Research

What effect have the policies that shaped Japan‘s post war 
housing market on the renovation of rental housing by artists?

4

48



Post-War Housing System

• Three pillars of housing policies:
1) Government Housing Loan Corporation Act (GHLC, 1950): long-term, low-interest loans for 

building or purchasing of homes for middle-income households
2) Public Housing Act (1951): Provided at low-rent to low-income households
3) Japan Housing Corporation Act (1955): Constructed together with public corporations 

multifamily apartment complexes for both rent and sale for middle-income households
• Especially GHLC loans were emphasised, establishing owner-occupation as the 

main tenure, reaching a level of about 60%

•
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•
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Changes of the Housing System since the 1990s
1990
• Population decline and population aging that is accompanied by an decrease of 

demand for new houses
• Economic stagnation that makes economic insecurity a normal condition, and 

leads to a „causualisation“ of employment
• Housing policy reforms under which a stronger market based system was 

established and the three pillars of the postwar housing system were 
disintegrated

•
•
•

7

Housing Issues of the Younger Generation

• The level of homeownership has significantly decreased among 
younger age groups between 1983 and 2018 (decrease from 25% to 
9% under 25-29-year-old people and 46% to 26% under 30-34-year-
old people)
• Increase of single household private tenements, house purchase with 

assistance from the parents and unmarried adults who continue to 
live in their parents’ homes
• 1983 2018 25 29

25% 9% 30 34 46% 26%
•

8
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The Development of Kitakagaya

10

Osaka in 1885
1993

Osaka

Kitakagaya
Kizu

 River

Osaka Castle

Yodo River

Yamato River

Shitennō-ji

Today‘s site of 
Osaka City University

• Kitakagaya fields were reclaimed during the first half 
of the 19th century 

• Tenant farmers cultivated rice paddies and fields for 
vegetables and fruits

• Shibakawa Mataemon bought them in 1871 

• 19
•
• 1871

Reclaiming Land in 
Kitakagaya
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11

• After the first extension of Osaka city in 1897 
and the start of the construction of Osaka port, 
land prices rose 

• 1912 the Chishima Real Estate Company was
founded

• Boom of the shipbuilding industry during the 
First World War along the Kizu River (counting 
in 1919 eight ship yards)

• 1897 1

• 1912
•

The Shipbuilding Industry

Before the industrialization the area was 
famous for its 1000 pine trees
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• Stimulated by the second shipbuilding boom in the 1950s Kitakagaya developed fast
• Namura Shipbuilding started to retreat from Kitakagaya in 1979, and many related 

factories left the area 
• Reuse of the land after Namura Shipbuilding’s retreat

- For the area with the former factory buildings and docks, consisting of about 42.000m², 
no new tenant could be found

- For financial reasons the buildings were not demolished

• 1950
• 1979

•
- 42.000
-

13

Developments after the Second World War

Art and the Local Real Estate Market
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2004 Namura Art Meeting '04-'34
2005 Creative Center Osaka
2006
2007 Heritage of Industrial Modernization 
2008
2009 Kitakagaya Creative Village Project
2010
2011 Chishima Foundation for Creative Osaka 
2012 MASK (Mega Art Storage Kitakagaya)
2013
2014
2015
2016 APartMENT
2017 chidori bunka 
2018 Morimura@Museum @
2019 15

���������������������� ���

MASK (Mega Art Storage Kitakagaya)

Creative Center Osaka
• Former Namura Shipbuilding
• Embankment and gate for storm 

and tsunami protection are in 
front of the building

16

•
•

2019
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Kitakagaya Creative Village Project

17

Artists

Creators

Increasing Rent System

Buildings can be 
renovated freely by the tenants

Restoring the original 
state is not necessary

The tenants are required to do some kind of creative activities

Vacant Buildings owned by the 
Chishima Real Estate Company

18

For artists and 
creators

Real estates that 
create Kitakagaya
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Chishima Foundation for Creative Osaka 

19

Grant for Creative 
Activities

Financial support for creators  and 
artists working in Osaka

Grant System

Grant for Space

Providing a stage for creative activities 
for free

Partnership Grant

A grant for artists working in 
Kitakagaya

Promoting Kitakagaya as a 
model case of a creative hub 
and building a creative 
network

published three 
times a year

Social Mission

“… art and culture have the power to nurture human creativity, and make positive
use of various individual points of view. Imagination and creativity are necessary in
order to design new systems, and find new ways for a better life precisely at this
transition stage of social and economic systems and accompanying phenomena
such as globalization, declining birthrate and aging population. We believe that
providing an environment for displaying creativity can have a profound effect on
contemporary society and its stagnating momentum.”
…

20

2019
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Renovated 
Buildings in 
Kitakagaya

21

Legend

Renovate buildings

Land owned by CREC 2015

Involvment of Local Stakeholders

22

Planning
(area development, events)

Resources
(land, buildings, finances)

( )

Realization
(building, renovating)

( )

Promotion
(events, media)

Land owner

Ward office
Neighborhood 
organization

Neighborhood 
organization

Artists and creatorsFinancial support

Committee

Financial support Cooperation

Cooperation for events
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Artists and Creators living in Kitakagaya

Artists and Creators living in Kitakagaya

24

No. Interview date Age Household type Occutpation type Workplace Profession

1 06.05.2015 50s single self employed local theater producer
2 21.05.2015 40s single self employed local eyeglasses designer
3 21.05.2015 30s single part-time job local public bath employee
4 28.05.2015 30s with partner self employed local flower shop manager
5 26.07.2015 20s single regular employee Sakai educator

6 09.08.2015 20s single regular employee city center illustrator
7 27.08.2015 20s single regular employee local designer
8 01.09.2015 20s single mother welfare designer
9 01.09.2015 40s family self employed local coffee shop manager

10 08.10.2015 30s single self employed local graphic designer
11 22.10.2015 20s single self employed local hostel manager
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DIY nagaya renovation under process
DIY

26

Three renovated nagaya converted into one living unit
3

59



Resident No 1                        sharehouse with eight people and theater
8

(29:00) „It‘s not profitable. It‘s very difficult. Nothing remains after 
paying the rent and the wages of the staff. ... Therefore, I try to make 
other projects as well. But it is not profitable yet. Without finding a way 
to attract more people it is difficult.“
(1:48:26) „The contract for this building runs ... until August 2018. 
Therefore, I have another three years to run this project. ... After that I 
will probably retire. In three years I‘m 60. In a normal company you 
would retire at that age.“
(1:51:13) „It is a good place. There are nearly no obstacles for the 
production of art. One example are issues regarding noise. As you can 
imagine there are many theaters where you can‘t make loud noises, 
and the use of water or fire is prohibited. ... Here we can use water or 
fire and can also make loud noises, at least as long as it is not too 
extreme.“

27

Resident No 1                        sharehouse with eight people and theater
8

29:00
…

1:48:26 ... 2018 8 3

3 60
1:51:13

… 
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Resident No 6                                                    70 m2, 50,000 yen

• She wanted to create an artwork with a vacant building as part of Osaka
Canvas (Project under the Osaka Metropolis Plan) and used for this the
Kitakagaya Creative Village Project

• Since she liked the building after the renovation and had just graduated
from art school, she decided to use it for herself

(1:18:52) „…For me its a convenient area. The company I work for is also close to the
Honmachi Station of Yotsubashi Line. Yotubashi Line is really convenient. You can easily go
to Umeda or Namba. Further, there are also many supermarkets and banks. ... And then,
the rent is cheap and it is large...“

(1:20:01) „... Well, probably I think so because I was raised in the countryside, but when I
see the children in this neighborhood, I always think they have a sharp tongue. ... I wonder
where they remember such words. Or that there are whole families walking around with
children at one o‘clock in the night is also hard to believe. I don‘t understand why they walk
around with children about the age of first graders or younger without second thoughts.
That‘s hard to understand. ... When I marry I want to move!“

29

Resident No 6                                                    70 m2, 50,000 yen

•

•

1:18:52

…
1:20:01

…

30
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• He was asked by a friend who was already involved in Kitakagaya to 
come to the area after he had faced troubles to continue the 
sharehouse he was running before in Kyoto
• As designer and filmmaker, he gets most of his projects through 

friends, and communication is mainly conducted through emails
49:36 „In the sense that you can use wide spaces to construct something, it is a good 
place, but besides that it is not so good ... In reality there are not many people (artists and 
creators) living here. To meet and become friends with people who have similar interests is 
not so easy. There are people related to the creative industry coming to this area because 
of the Creative Village Project, but compared to the city the number of people who are 
interested are definitely fewer. ... Design and art are both very wide fields, and there are 
many different ideas about art. I think in areas where a lot of people live, it is easier to 
meet likeminded people.“
53:34 „In the whole Kitakagaya area there are many different people. It‘s OK that there are 
many different people, but it does not mean that there is automatically a positive effect.“

31

Resident No 10                       sharehouse

Resident No 10                       sharehouse

•

•

49:36
…

... 
…

53:34

32
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Tentative Conclusion

Summary

• Factors that constrain artistic renovation
- Quality of the buildings: Housing in Kitakagaya was mostly constructed during the 

1960s, where the high demand led to the production of high quantities of low quality 
housing

- Tenure: Rental housing units are perceived as temporary accommodations and 
therefore tenants have low commitment towards renovation

- History: A certain reputation as working class neighborhood restricts possible 
developments 

• Rentals are the typical form of tenure beeing positioned in the middle of 
the housing ladder, and therefore this artistic renovation should be 
understood as the creation of a transitional space 
• Nevertheless, it can lead to an entrapment of people, who are unable to 

move up on the housing ladder and have to face the associated social 
consequences

34
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Summary

•
- 1960

-

-
•

•

35

Retreating from Kitakagaya

No 4: She had to close her flower shop in Kitakagaya because it was not profitable enough 
and retreated from the area in 2017

No 5: Married and after a child was born, he decided in 2017 to move to Kyoto Prefecture 
in the vicinity of relatives where he could find a job that provides better for the family

No 6: Had to quit in 2019 her job and decided to retreat from Kitakagaya in order to work 
in her family‘s company

No 10: Left the neighborhood

No 4 2017

No 5

No 6 2019

No 10
36
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37

• Former company housing of an iron factory
• Renovated by eight different artist groups
• Toolbox for DIY renovation is provided
•
• 8
• DIY toolbox
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Thank you for the Attention!
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TThhee  SSppaattiiaall  FFoorrmmaattiioonn  PPrroocceessss  ooff  ""SSeerrvviiccee  HHuubbss""  
iinn  EEaasstt--AAssiiaann  AAddvvaanncceedd  CCiittyy--rreeggiioonnss

TThhee  CCaassee  ooff  tthhee  HHoouussiinngg  MMaarrkkeett  iinn  NNiisshhiinnaarrii  WWaarrdd,,  OOssaakkaa  CCiittyy
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•
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